評価の観点と評価規準　3年（平成21年度）
	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	1

時こくと時間
	
	Ａ
	日常生活の中で時刻や時間の計算のよさや時間の単位に関心を持ち，進んで役立てようとする。
	時間の単位（日，時，分,秒）の関係を基にして，必要な時刻や時間の計算の仕方を考えることができる。
	いろいろな事象について必要な時刻や時間を求めたり，秒の単位を用いて測定したりすることができる。
	時刻と時間の違い，日，時，分，秒の関係を理解している。

	
	
	Ｂ
	日常生活の中で必要な時刻や時間を進んで求めようとする。
	時間の単位（日，時，分,秒）の関係や必要な時刻や時間を考えることができる。
	簡単な事象について，必要な時刻や時間を求めることができる。
	時間の単位の関係，必要な時刻や時間の求め方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	日常生活に当てはめて時刻や時間を求めようとする。
	時間の単位(時，分)の関係を基にして，必要な時刻や時間の計算の仕方を考えることができる。
	時刻や時間を単位を使い分けていろいろな求め方ができる。
	午前と午後の区別をして，時刻や時間の求め方を理解している。

	
	
	Ｂ
	時刻や時間を進んで求めようとする。
	必要な時刻や時間を時計の0時を境にして考えることができる。
	時刻や時間を求めることができる。
	必要な時刻や時間の求め方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	日常生活の中で一定時間内に何ができるのか，進んでみつけようとする。 
	1分間でできたことと時間との関係を考えることができる。
	1分間でできたことを使って，秒・時間などを求めることができる。
	1分の量感を理解している。

	
	
	Ｂ
	1分間で何ができるのか，みつけようとする。
	1分間と60秒間をかかわらせて，1分間で何ができるのかを考えることができる。
	1分間でできることを身につけることができる。
	1分間でできたことを使って，分単位の時間の計り方を理解している。

	2

九九の表とかけ算
	①九九の表をつかって
	Ａ
	九九表からみつけたきまりを基にして，さらにきまりを進んでみつけようとする。
	乗数や被乗数と積の関係から，かけ算のきまりを考え，説明することができる。
	九九を使って乗数や被乗数を積から求めることができる。
	九九を使って乗数や被乗数を積から求める意味を理解している。

	
	
	Ｂ
	九九表に関心を持ち，進んできまりや10や0のかけ算の仕方をみつけようとする。
	乗数が増減するのに伴う積の変化及び10や0のかけ算を，九九を基にして考えることができる。
	乗数の増減に伴う積の変化を式で表し，10や0のかけ算ができる。
	乗数の増減に伴う積の変化の様子や10や0のかけ算の意味を理解している。

	
	②何十･何百のかけ算
	Ａ
	10や100を単位として，(何十，何百)×(1桁)の計算を進んでしようとする。
	(何十，何百)×(1桁)の計算を10や100を単位として考え，その仕方を説明することができる。
	10や100を単位として，(何十，何百)×(1桁)の計算が手際よくできる。
	(何十，何百)×(1桁)の計算の仕方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	10や100を単位として，(何十，何百)×(1桁)の計算をしようとする。
	(何十，何百)×(1桁)の計算を10や100を単位として考えることができる。
	10や100を単位として，(何十，何百)×(1桁)の計算ができる。
	(何十，何百)×(1桁)の計算の仕方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	問題を作り変えて，その問題に取り組もうとする。
	乗数と積との関係を基にしてきまりを考えることができる。
	式で表現し，計算して求めることができる。
	かけ算の計算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	計算に進んで取り組もうとする。
	乗数の関係を基にして積の関係を考えることができる。
	式で表現し，0，8，10，30，500のかけ算を求めることができる。
	かけ算の計算の仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	ジャンプ
	Ａ
	むかしの九九の表と今の九九の表を比べて，相違点をみつけようとする。
	むかしの九九の表のきまりを考えることができる。
	むかしの九九の表にない計算を求めることができる。
	むかしの九九の表が，全ての九九を表していることを理解している。

	
	
	Ｂ
	むかしの九九の表の構成をみつけようとする。
	むかしの九九の表にない計算のきまりを考えることができる。
	むかしの九九の表を九九と対応して読むことができる。
	むかしの九九の表に書いてない九九がどうしてあるのかを理解している。

	3

わり算
	①分け方とわり算
	Ａ
	除法の意味や計算の仕方について，乗法と関連させ，具体物の操作などから工夫してとらえようとする。
	除法の意味や計算の仕方について，乗法の計算を基にして筋道立てて考えることができる。
	日常生活にある事象を，除法で立式して，計算が正しくでき，その答えを用いることができる。
	等分除，包含除の分け方と0を含めたわり算の意味を理解し，その答えの求め方も理解している。

	
	
	Ｂ
	除法の意味や計算の仕方について，乗法との関連や具体物の操作などからとらえようとする。
	除法の意味や計算の仕方について，乗法の計算を基にして考えることができる。
	除法の立式とともに九九を使って確実に答えを求めることができ，日常生活に適切に用いることができる。
	等分除，包含除の分け方とわり算の意味を理解し，0のわり算の意味を理解している。

	
	②どんな計算に

なるのかな
	Ａ
	乗除の計算の場面に関心を持ち，進んで説明しようとする。
	生活場面を基にして，目的に応じた問題を考えることができる。
	乗除の場面で演算を作り，計算することができる。
	乗除の場面を判断し，適切な計算の仕方と答え方を理解している。

	
	
	Ｂ
	乗除の計算の場面に関心を持ち，進んで日常生活に生かそうとする。
	乗除の場面で適切に演算を選択することができる。
	乗除の場面で適切に演算を選択し，計算することができる。
	乗除の場面を判断し，適切な計算の仕方を理解している。

	
	③わり算をつかった

もんだい
	Ａ
	除法と加減の計算の場面に関心を持ち，進んで説明しようとする。
	わり算とたし算，ひき算を組み合わせた問題を筋道立てて考えることができる。
	除法と加減を組み合わせた問題で，立式して，確実に解くことができる。
	除法と加減を組み合わせた問題で，適切な計算の仕方と答え方を理解している。

	
	
	Ｂ
	除法と加減の計算の場面に関心を持ち，進んで日常生活に生かそうとする。
	わり算とたし算，ひき算を組み合わせた問題を考えることができる。
	除法と加減を組み合わせた問題を解くことができる。
	除法と加減を組み合わせた問題で，適切な計算の仕方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	わり算練習に進んで友達と一緒に取り組もうとする。
	わり算の式で，除法の式を乗法に置き換えて考えることができる。
	答えを聞いて，わり算の式を確実に選ぶことができる。
	わり算の式と商の意味を理解している。

	
	
	Ｂ
	わり算練習に進んで取り組もうとする。
	わり算の式を見て，答えを乗法で考えることができる。
	わり算の答えを確実に言うことができる。
	わり算の意味や計算の仕方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	答えが九九にないいろいろなわり算の答えを進んで求めようとする。
	答えが九九にないわり算の答えを，具体物や表を基にして筋道立てて除法と加減で考えることができる。
	答えが九九にないわり算の式を求めることができる。
	答えが九九にないわり算の求め方を理解している。

	
	
	Ｂ
	答えが九九にないわり算の答えを進んで求めようとする。
	答えが九九にないわり算の答えを，具体物や表を基にして考えることができる。
	答えが九九にないわり算の答えを除法と加減で立式して，答えることができる。
	答えが九九にないわり算の答えをわられる数を2つに分けて，求めることを理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	かくれた数はいくつ(1)
	
	Ａ
	筋道立てて，考えを話したり書いたりしようとする。
	順思考と逆思考を組み合わせた問題を筋道立てていくつか考えることができる。
	順思考と逆思考を組み合わせた問題を立式して解くことができる。
	順思考と逆思考を組み合わせた問題を解く式の意味を理解している。

	
	
	Ｂ
	筋道立てて考えるよさに気づき，進んで生活に生かそうとする。
	順思考と逆思考を組み合わせた問題を筋道立てて考えることができる。
	線分図を使って，順思考と逆思考を組み合わせた問題を解くことができる。
	順思考と逆思考を組み合わせた問題の解き方を理解している。

	4

かさ
	
	Ａ
	進んで身のまわりのもののかさを測定し，1ℓ，1dℓ，1mℓの量感を豊かにしようとする。
	もののかさを比べるとき，普遍単位を使って筋道立てて考えることができる。
	かさの普遍単位ℓ，dℓ，mℓを知り，用途に応じて手際よく測定することができる。
	かさの普遍単位の必要性とその単位ℓ，dℓ，mℓを十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	普遍単位の必要性やよさに気づき，進んで身のまわりのもののかさを測定しようとする。
	異なる容器で測った不自然さから，かさの普遍単位の必要性を考えることができる。
	かさの普遍単位ℓ，dℓ，mℓを知り，それらを使って測定することができる。
	かさの普遍単位の必要性とその単位ℓ，dℓ，mℓを理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	普遍単位の関係を使って進んで取り組もうとする。
	普遍単位の関係を使って，それぞれのかさを考えることができる。
	普遍単位の関係を使って同じかさ同士をみつけることができる。
	単位の換算の仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	普遍単位の関係を使って，単位を換算しようとする。
	1目盛りの量を考えることができる。
	単位の換算をすることができる。
	普遍単位を使って1目盛りの量を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	身のまわりのいろいろないれ物のかさを，進んで見積もろうとする。
	量感を考えて量を予想し，使うますを筋道立てて考えることができる。
	普遍単位を手際よく選択して測定した結果を表すことができる。
	予想と結果の違いを理解している。

	
	
	Ｂ
	いろいろないれ物のかさを見積もろうとする。
	1ℓ，1dℓ，1mℓの量感を考えて，量を予想することができる。
	普遍単位を選択して測定した結果を表すことができる。
	測定したそれぞれの量感を身につけている。

	何百のたし算とひき算
	
	Ａ
	(何百)±(何百)の計算を日常生活に生かして計算の仕方を考えようとする。
	(何百)±(何百)の計算を筋道立てて考えることができる。
	(何百)±(何百)の立式をして答えを確実に求めることができる。
	(何百)±(何百)の計算は100を単位として考えればよいことを十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	(何百)±(何百)の計算の仕方を既習の計算を基にして考えようとする。
	(何百)±(何百)の計算の仕方を100を単位として考えることができる。
	(何百)±(何百)の計算の答えを求めることができる。
	(何百)±(何百)の計算は100を単位として考えればよいことを理解している。

	5

たし算とひき算の筆算
	①たし算の筆算
	Ａ
	(3桁)＋(3桁)の計算の仕方を既習の計算を基にして説明しようとする。
	(3桁)＋(3桁)の計算の仕方を筋道立てて考えることができる。
	(3桁)＋(3桁)の計算について，筆算で確実に答えを求めることができる。
	(3桁)＋(3桁)の筆算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	(3桁)＋(3桁)の計算の仕方を既習の計算を基にして考えようとする。
	(3桁)＋(3桁)の計算の仕方を桁数の少ない計算を基にして，考えることができる。
	(3桁)＋(3桁)の計算について，筆算で答えを求めることができる。
	(3桁)＋(3桁)の筆算の仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	5

たし算とひき算の筆算
	②ひき算の筆算
	Ａ
	(3桁)－(3桁)の計算の仕方を既習の計算を基にして説明しようとする。
	(3桁)－(3桁)の計算の仕方を筋道立てて考えることができる。
	(3桁)－(3桁)の計算について，筆算で確実に答えを求めることができる。
	(3桁)－(3桁)の筆算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	(3桁)－(3桁)の計算の仕方を既習の計算を基にして考えようとする。
	(3桁)－(3桁)の計算の仕方を桁数の少ない計算を基にして，考えることができる。
	(3桁)－(3桁)の計算について，筆算で答えを求めることができる。
	(3桁)－(3桁)の筆算の仕方を理解している。

	
	③4けたの筆算
	Ａ
	4桁同士の加減計算に関心をもち，既習の計算を基にして，進んで取り組もうとする。
	桁数の少ない場合を基にして，4桁同士の加減計算の仕方を考え，説明することができる。
	桁数の少ない場合を基にして，4桁同士の加減計算が確実にできる。
	4桁同士の加減計算も桁数の少ない場合の計算と同様にすればできることを理解している。

	
	
	Ｂ
	4桁同士の加減計算に進んで取り組もうとする。
	桁数の少ない場合を基にして，4桁同士の加減計算の仕方を考えることができる。
	桁数の少ない場合を基にして，4桁同士の加減計算ができる。
	4桁同士の加減計算の仕方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	進んで計算の仕方を考えたり，計算を活用することに気づき，それを生かそうとする。
	たし算とひき算の関係を考えて，かくされた部分の数字を筋道立てて考えることができる。
	(3桁)±(3桁)の筆算の確かめが確実にできる。
	(3桁)±(3桁)の筆算の確かめ方を理解している。

	
	
	Ｂ
	計算の仕方を考えたり，計算を活用することに気づき，それを生かそうとする。
	たし算とひき算の関係を考えて，かくされた部分の数字を考えることができる。
	(3桁)±(3桁)の筆算の虫食い問題を解いたり，問題をつくったりすることができる。
	(3桁)±(3桁)の筆算の虫食い問題の解き方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	大きな数の計算の仕方を(3桁)±(3桁)の計算を基にして考えようとする。
	大きな数の計算の仕方を十進位取り記数法を基にして，筋道立てて考えることができる。
	(4桁)±(4桁)の計算について，筆算で確実に答えを求めることができる。
	(4桁)±(4桁)の筆算の仕方について理解している。

	
	
	Ｂ
	(4桁)±(4桁)の計算の仕方を(3桁)±(3桁)の計算を基にして考えようとする。
	(4桁)±(4桁)の計算の仕方を(3桁)±(3桁)の計算を基にして，考えることができる。
	(4桁)±(4桁)の計算について，繰り上がり繰り下がりの処理ができる。
	(4桁)±(4桁)の筆算について，繰り上がり繰り下がりを理解している。

	★
円

と

球
	
	Ａ
	円や球に関心をもち，身のまわりからそれらの特徴を生かしているものを進んで調べようとしている。
	円と球に共通する性質について考えたり，説明したりすることができる。
	円の性質を生かして正確に円や円を使った模様をかいたり，球の性質を生かして正確に直径を測ったりすることができる。
	円や球の性質について，基本的事項と関連させて理解している。　



	
	
	Ｂ
	円や球に関心をもち，それらについて調べようとする。
	円のいろいろなかき方や球の直径の測り方を考えたりすることができる。
	コンパスを使って円や円を使った模様をかいたり，球の直径を測ったりすることができる。
	円や球の性質と基本的事項(中心，半径，直径)を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	かくれた数はいくつ(2)
	
	Ａ
	線分図などを使って問題解決の過程を説明しようとする。
	線分図などを使って，乗法や除法の逆思考の問題の解決の過程を説明することができる。
	乗法や除法の逆思考の問題で，線分図を式に，式を線分図に表すことができる。
	乗法や除法の逆思考の問題の構造を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	乗法や除法に関わる知識や技能を問題解決に用いようとする。
	線分図などを使って，乗法や除法の逆思考の問題を考えることができる。
	乗法や除法の逆思考の問題を線分図に表し，解くことができる。
	乗法や除法の逆思考の問題の構造を理解している。

	6

長い長さ
	
	Ａ
	長さの単位に関心を持ち，進んで日常生活の中で役立てようとする。
	巻き尺のよさを考えて，目的に応じて巻き尺で測ることのできるものを考えることができる。
	道のりを手際よく測定したり，計算したりすることができる。
	巻き尺の仕組みを知り，いろいろな長さを測定する方法を理解している。

	
	
	Ｂ
	道のりの見当をつけたり，巻き尺で測ろうとしたりする。
	日常生活からの量感を基にして，いろいろなところの長さを予想することができる。
	道のりを巻き尺を使って測定したり，長さの単位を使って表したりすることができる。
	長さの単位kmを知り，巻き尺で道のりを測定する方法を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	1分間で歩いた道のりの長さを進んで予想を立てようとする。
	ある1人の道のりを基にして，他の人の道のりの予想を立てることができる。
	歩いた道のりを表し，長さを手際よく比べることができる。
	歩いた道のりの量感を身につけている。

	
	
	Ｂ
	1分間で歩いた道のりを巻き尺で進んで測ろうとする。
	1分間で歩く道のりの測定方法を考えることができる。
	歩いた道のりを正しく巻き尺で測定することができる。
	巻き尺で歩いた道のりを測定する方法を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	10mのひもを使っていろいろなものの長さを進んで測ろうとする。
	10mのひもで，5ｍや20ｍなどの長い長さの測り方を考えることができる。
	10ｍのひもを使っていろいろな長さを測ることができる。
	10ｍのひもで，いろいろな長さを測定する方法を理解している。

	
	
	Ｂ
	10mのひもを使っていろいろなものの長さを測ろうとする。
	10ｍの量感を考えて，10ｍで測れるものを考えることができる。
	10ｍのひもを作ることができる。
	10ｍの長さの量感を身につけている。

	たし算とひき算
	
	Ａ
	日常生活の事柄を暗算で行おうとする。
	(2桁)±(2桁)の暗算の仕方を考えることができる。
	100－(2桁)や (2桁)±(2桁)の計算が確実に暗算でできる。
	100－(2桁) ，(2桁)±(2桁)の暗算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	簡単な(2桁)±(2桁)の計算は暗算で行おうとする。
	100－(2桁)の暗算の仕方を考えることができる。
	100－(2桁)や (2桁)±(2桁)の計算が暗算でできる。
	100－(2桁) ，(2桁)±(2桁)の暗算の仕方を理解している。

	間

の

数
	
	Ａ
	身近な事象に算数を活用して問題を解決しようとする。
	身近な事象を線分図や図などを使って筋道立てて解決することができる。
	順序数についての問題を解くことができる。
	順序数の意味を理解している。

	
	
	Ｂ
	身近な事象で算数が活用できることに気づく。
	身近な事象を線分図等で整理して考えることができる。
	身近な事象を図や式で表すことができる。
	身近な事象を線分図や絵を使って表すことを理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解
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あまりのあるわり算
	①あまりのある

わり算のしかた
	Ａ
	進んで，余りのあるわり算の計算の仕方をかけ算との関連でとらえようとする。
	余りのあるわり算の意味や計算の仕方を乗法の計算を基にして筋道立てて考えることができる。
	余りのあるわり算の計算が確実にできる。
	あまりのあるわり算の確かめの計算の仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	余りのあるわり算の計算の仕方をかけ算との関連でとらえようとする。
	余りのあるわり算の意味や計算の仕方を乗法の計算を基にして考えることができる。
	余りのあるわり算で，余りをかいて計算したり，その計算を確かめたりすることができる。
	わり算の余りの意味や余りのあるわり算の計算の仕方を理解している。

	
	②あまりを考えて
	Ａ
	日常生活の中でも適切に余りを処理しようとする。
	場面に応じた適切な余りの処理の仕方を筋道立てて考えることができる。
	問題場面に応じて，確実に余りを処理することができる。
	場面に応じた適切な余りの処理の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	問題解決の場面に応じて適切に余りを処理しようとする。
	場面に応じた適切な余りの処理の仕方を考えることができる。
	問題場面に応じて，適切に余りを処理することができる。
	場面に応じた適切な余りの処理の仕方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	余りを小さくする方法を考えようとする。
	余りの大きさを考えて，わり算の式を筋道立てて考えることができる。
	余りの大きさを考えて，確実に計算することができる。
	わり算の余りの意味や余りのあるわり算の計算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	関心を持ち，進んで取り組もうとする。
	余りの大きさを考えて，わり算の式を考えることができる。
	余りの大きさを考えて，計算することができる。
	わり算の余りの意味や余りのあるわり算の計算の仕方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	わる数を変えて色ぬりしたカード同士でわる数とそれぞれのカードとのきまりをみつけようとする。
	被除数と余りの関係を考えることができる。
	わり算の計算が確実にできる。
	被除数と余りには規則があることと図から余りが規則正しく並んでいることを十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	色の並び方についてのきまりをみつけようとする。
	色の並び方の規則性を考えることができる。
	わり算の計算ができる。
	被除数と余りには規則があることと図から余りが規則正しく並んでいることを理解している。

	み

ら

い

へ

の

つ

ば

さ
	九九の数字ゲーム
	Ａ
	工夫して方法を考えようとする。
	九九を基にしてあがりやすくなる方法を考えることができる。
	九九のなかによくある積を適切に使うことができる。
	積が同じ数になる九九がいくつかあることを十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	進んで九九を活用しようとする。
	九九を目的に応じて適切に使って，考えることができる。
	九九のなかによくある積をみつけることができる。
	積が同じ数になる九九がいくつかあることを理解している。

	
	だいたいとぴったり
	Ａ
	買い物で見積もりをしておつりの出し方を工夫しようとする。
	見積もりとおつりの出し方を工夫して考えることができる。
	見積もりをしてからおつりを工夫して払うことができる。
	買い物で買えるものの見積もりの仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	買い物で見積もりをしてからお金を払おうとする。
	見積もりとおつりの出し方を考えることができる。
	見積もりをしてからお金を払うことができる。
	買い物でのおつりの出し方を理解している。

	
	かさのいろいろなたんい
	Ａ
	かさのいろいろな単位の関係を調べようとする。
	目的に応じて単位の関係を考えることができる。
	日本と外国との単位を換算することができる。
	cℓ，升，合，斗等と既習の単位との換算について理解している。

	
	
	Ｂ
	日常生活で使われているかさのいろいろな単位を調べようとする。
	かさのいろいろな単位の関係を考えることができる。
	いろいろなかさの単位を使うことができる。
	cℓ，升，合，斗等のかさの単位の意味を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	8

長方形と正方形
	
	Ａ
	長方形，正方形，直角三角形で模様を作ったり，身のまわりのものを表したりして，生活の中に生かそうとする。
	正方形や長方形と直角三角形との関係を考えることができる。
	正方形，長方形，直角三角形を組み合わせて，いろいろな形をつくることができる。
	正方形や長方形と直角三角形との関係を理解している。

	
	
	Ｂ
	直角を使って，三角形や四角形の角の形，長方形，正方形，直角三角形の性質を進んで調べようとする。
	正方形や長方形について直角や辺の長さに着目して，それらの性質や関係を考えることができる。
	身のまわりから直角を見出したり，紙を折ったりしてつくるとともに，正方形，長方形，直角三角形をつくることができる。
	直角の意味や長方形，正方形，直角三角形の性質について理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	正方形や長方形，直角三角形を使った絵を作ることに関心を持つ。
	いろいろな大きさの正方形や長方形，直角三角形の性質から，弁別の方法を筋道立てて考えることができる。
	いろいろな大きさの正方形や長方形，直角三角形を確実にみつけることができる。
	大きさが異なっても正方形や長方形，直角三角形の性質は同じであることを理解している。

	
	
	Ｂ
	進んで正方形や長方形，直角三角形をみつけようとする。
	いろいろな大きさの正方形や長方形，直角三角形の性質から，弁別の方法を考えることができる。
	正方形や長方形，直角三角形をみつけることができる。
	正方形や長方形，直角三角形の性質を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	正方形づくりをするときに，どのように並べていくとできるのか考えようとする。
	正方形の性質を基にして正方形づくりを考えることができる。
	相等しい角，辺に着目して確実に正方形をつくることができる。
	相等しい角，辺に着目すると正方形づくりができることを理解している。

	
	
	Ｂ
	正方形づくりを進んでしようとする。
	直角の位置を考えて正方形づくりを考えることができる。
	相等しい角，辺に着目して正方形をつくることができる。
	直角のあるピースが正方形の頂点の90°になることを理解している。

	何

倍

に

な

る

の

か

な
	
	Ａ
	オペレーター(変量)に着目するときと順々に解くときの2つの考え方に関心を持つ。
	オペレーター(変量)に着目して考えることと順々に考えることが同じであることを筋道立てて考えることができる。
	オペレーター(変量)に着目し，問題を線分図で表すことができる。
	オペレーター(変量)に着目した考え方と順々に解く考え方の相違点を理解している。

	
	
	Ｂ
	オペレーター(変量)に着目した考えを使って，日常の問題を解決しようとする。
	オペレーター(変量)に着目し，何倍になるかを考えることができる。
	オペレーター(変量)に着目し，何倍になるかを考えて問題を解くことができる。
	ａ倍のｂ倍が(ａ×ｂ)倍になることを理解している。

	計算のじゅんじょ
	
	Ａ
	乗法の結合法則について問題解決の場で説明しようとする。
	多くの数をかけるときの計算を工夫して考えることができる。
	問題解決の場で，乗法の結合法則を有効に使って解くことができる。
	乗法の結合法則について十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	乗法の結合法則を問題解決の場で活用しようとする。
	多くの数をかけるときの計算方法を考えることができる。
	乗法の結合法則を使って，問題を解くことができる。
	乗法の結合法則について理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解
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1けたをかけるかけ算の筆算
	①(2けた)×(1けた)

の筆算
	Ａ
	(2桁)×(1桁)の計算を進んで筆算を用いて計算しようとする。
	(2桁)×(1桁)の筆算の計算の仕方について筋道立てて考えることができる。
	(2桁)×(1桁)の計算が確実に筆算でできる。
	(2桁)×(1桁)の筆算について，計算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	(2桁)×(1桁)の計算の仕方を具体物の操作を通して考えようとする。
	(2桁)×(1桁)の計算を，九九と(何十)×(1桁)の計算を基にして考えることができる。
	(2桁)×(1桁)の計算が筆算で位を考えることができ，適切に用いることができる。
	(2桁)×(1桁)の筆算について，計算の仕方を理解している。

	
	②(3けた)×(1けた)

の筆算
	Ａ
	(3桁)×(1桁)の計算を進んで筆算を用いて計算しようとする。
	(3桁)×(1桁)の筆算の計算の仕方について筋道立てて考えることができる。
	(3桁)×(1桁)の計算が確実に筆算でできる。
	(3桁)×(1桁)の筆算について，計算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	(3桁)×(1桁)の計算の仕方を具体物の操作を通して考えようとする。
	(3桁)×(1桁)の計算を，既習の計算を基にして考えることができる。
	(3桁)×(1桁)の計算が位を考えて筆算でできる。
	(3桁)×(1桁)の筆算について，計算の仕方を理解している。

	
	③暗算
	Ａ
	暗算のよさに気づき，進んで生活に生かそうとする。
	(2桁)×(1桁)の計算の暗算の仕方を筆算の仕方を基にして考えることができる。
	(2桁)×(1桁)の計算が確実に暗算でできる。
	(2桁)×(1桁)の計算について，暗算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	(2桁)×(1桁)の計算を進んで暗算で行おうとする。
	(2桁)×(1桁)の計算の暗算の仕方を考えることができる。
	(2桁)×(1桁)の計算が位を考えて暗算でできる。
	(2桁)×(1桁)の計算について，暗算の仕方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	(2桁)×(1桁)の計算の答えが大きくなる方法を考えて，進んで取り組もうとする。
	被乗数，乗数の大きさを積の大小関係と関わらせて考えることができる。
	(2桁)×(1桁)の答えを見当をつけて，確実に計算することができる。
	(2桁)×(1桁)の積の大小について理解している。

	
	
	Ｂ
	(2桁)×(1桁)の計算をして，進んで取り組もうとする。
	積の大きさに着目し，数字をどこに入れるとよいのか見当をつけて考えることができる。
	(2桁)×(1桁)の計算ができる。
	(2桁)×(1桁)の計算のしくみを理解し，答えの見当づけができる。

	
	ジャンプ
	Ａ
	(4桁)×(1桁)の計算を進んでしようとする。
	(4桁)×(1桁)の計算の仕方を既習したことを基に考えることができる。
	(4桁)×(1桁)の計算を千の位と百の位までに分けて計算することができる。
	既習のかけ算を使って(4桁)×(1桁)の計算ができることを理解している。

	
	
	Ｂ
	1000を単位として，(何千)×(1桁)の計算をしようとする。
	(何千)×(1桁)の計算を1000を単位として考えることができる。
	(何千)×(1桁)の計算ができる。
	(何千)×(1桁)の計算の仕方を理解している。

	★
三角形と角
	①二等辺三角形と正三角形
	Ａ
	二等辺三角形や正三角形に関心をもち，それらについて自ら進んで調べようとする。
	いろいろな三角形から二等辺三角形や正三角形を弁別・整理して考えることができる。
	コンパスを使って，二等辺三角形や正三角形を正確に作図することができる。
	二等辺三角形や正三角形の定義・性質について確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	二等辺三角形や正三角形に関心をもち，それらの性質を調べようとする。
	いろいろな三角形から二等辺三角形や正三角形を弁別することができる。
	コンパスを使って，二等辺三角形や正三角形を作図することができる。
	二等辺三角形や正三角形の定義・性質について理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	②角
	Ａ
	角の大きさに着目して，二等辺三角形や正三角形の性質を進んで調べようとする。
	二等辺三角形や正三角形の角の大きさの大小・相等関係を筋道立てて考えることができる。
	二等辺三角形や正三角形の角の大きさを比べ，それらの性質を調べ，まとめることができる。
	二等辺三角形や正三角形の角の相等関係について確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	角の大きさに着目して，二等辺三角形や正三角形の性質を調べようとする。
	二等辺三角形や正三角形の角の大きさの大小・相等関係について考えることができる。
	二等辺三角形や正三角形の角の大きさを比べ，それらの性質を調べることができる。
	二等辺三角形や正三角形の角の相等関係について理解している。

	10

一万をこえる数
	①万の位
	Ａ
	十進位取り記数法の有用さに気づき，より大きな数の表し方に生かそうとする。
	既習の数のしくみを基にして，一億までの数のしくみを考え，説明することができる。
	一億までの数を数直線上に表したり，数直線上の数をよんだりすることができる。
	一億までの数のしくみを十進位取り記数法に基づいて理解している。

	
	
	Ｂ
	生活の中にある大きな数に関心を持ち，調べようとする。
	既習の数のしくみを基にして，一億までの数のしくみを考えることができる。
	一億までの数の表し方を知り，よんだり，かいたり，大小を判断することができる。
	一億までの数のよみ方とかき方や数の相対的な大きさの表し方を理解している。

	
	②10倍した数，10でわった数
	Ａ
	10倍，100倍したり，10でわったりするときの位の変わり方に関心を持ち，そのしくみを調べようとする。
	10倍，100倍したり，10でわったりするときの位の繰り上がり繰り下がりのしくみを考え，説明することができる。
	整数を10倍，100倍したり，10でわった数を確実に求めることができる。
	10倍，100倍したり，10でわったときの位の繰り上がり，繰り下がりのしくみを確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	10倍，100倍したり，10でわったりするときの位の繰り上がり繰り下がりに関心を持ち，計算に用いようとする。
	10倍，100倍したり，10でわったりするときの位の繰り上がり繰り下がりのしくみを考えることができる。
	整数を10倍，100倍したり，10でわった数を求めることができる。
	10倍，100倍したり，10でわったときの位の繰り上がり，繰り下がりのしくみを理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	大きさ比べの仕方を考えようとする。
	数の大きさを整理して，数の構成を筋道立てて考えることができる。
	数字と文字を対応させて，数を構成し，確実によむことができる。
	数の多面的な見方や相対的な大きさについて理解している。

	
	
	Ｂ
	「名前の数の大きさくらべ」に関心を持ち，進んで取り組もうとする。
	数のしくみに基づいて数の構成を考えることができる。
	数字と文字を対応させて，数を構成し，それをよむことができる。
	十進位取り記数法で数を整理することについて理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	大きな数の加法や減法の仕方を考えようとする。
	1000を単位とした大きな数の加法や減法の計算の仕方を筋道立てて考えることができる。
	1000を単位として，大きな数の加法や減法の計算が手際よくできる。
	1000を単位とした大きな数の加法や減法の計算の仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	1000を単位としての加法や減法の計算をしようとする。
	1000を単位としての簡単な加法や減法の仕方を考えることができる。
	1000を単位として，大きな数を表し，加法や減法の計算ができる。
	1000を単位として，大きな数や加減を表す方法を理解している。

	べつべつに
　いっしょに
	
	Ａ
	まとまりを考えて問題を解決するよさに関心を持ち，生かそうとする。
	まとまりを考えることと別々に考えることの違いを筋道立てて考えることができる。
	加減と乗法の混じった問題について，立式して，確実に求めることができる。
	まとまりを考えることと別々に考えることの立式の意味を理解している。

	
	
	Ｂ
	加減と乗法の混じった問題について，進んで計算の仕方を考えようとする。
	加減と乗法の混じった問題で，まとめてかける方法を考えることができる。
	加減と乗法の混じった問題について，まとまりを考えて解くことができる。
	加減と乗法に関して成り立つ性質の基になる計算の仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	計算のきまり
	
	Ａ
	分配法則を既習の計算のきまりを基に考えようとする。
	分配法則を筋道立てて考えることができる。
	目的に応じて，分配法則を用いて問題を解決することができる。
	生活の中で分配法則を用いることのできる場面を理解している。

	
	
	Ｂ
	分配法則に関心を持ち，進んで計算しようとする。
	分配法則を理解し，計算の正しい順序を考えることができる。
	分配法則を理解し，それにしたがって計算することができる。
	分配法則の意味と計算の順序を理解している。

	11

表とグラフ
	①表づくり
	Ａ
	手際よく見やすい表を進んでつくろうとする。
	手際よく資料の整理をする方法を工夫して考えることができる。
	目的に合った手際のよい方法でわかりやすく整理し，表にまとめることができる。
	資料の落ちや重なりがなく調べてあることを表を見て確かめる方法を理解している。

	
	
	Ｂ
	身近な事象について，目的に応じて表にまとめたり，よんだりしようとする。
	資料の整理にあたって資料に落ちや重なりがないように分類する方法を考えることができる。
	資料を分類・整理して表にまとめることができる。
	資料を分類・整理し，表にまとめる方法を理解している。

	
	②ぼうグラフ
	Ａ
	棒グラフを目的に応じて見やすく表す方法を考えようとする。
	目的に応じた棒グラフの作り方を筋道立てて考えることができる。
	棒グラフを見て，正しく資料をよみ取り，目的に応じた棒グラフが手際よくかける。 
	棒グラフの目盛りのつけ方，棒グラフのよみ方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	棒グラフに関心を持ち，進んで棒グラフに表そうとする。
	棒グラフをかくときの目盛りのつけ方や項目の立て方を考えることができる。
	棒グラフを見て特徴をよんだり，目的に応じた目盛りをつけて棒グラフがかけたりする。
	棒グラフの目盛りのつけ方，棒グラフのよみ方を理解している。

	
	③くふうした表
	Ａ
	目的に応じた2次元の表のよさを活用しようとする。
	2次元の表のしくみを考え，そのよさを説明することができる。
	目的に応じた2次元の表を手際よくつくることができる。
	2次元の表の作り方と資料の落ちのないことを確かめる方法を理解している。

	
	
	Ｂ
	2次元の表の見方を理解し，つくろうとする。
	2次元の表のつくり方を考えることができる。
	2次元の表をよんだり，つくったりすることができる。
	2次元の表の見方やつくり方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	かいた棒グラフから気づいたことを発表しようとする。
	棒グラフかいて，けがの様子をよみ取り，説明することができる。
	棒グラフをかいて，けがの様子を考察することができる。
	表を見て棒グラフをかく方法とその確かめ方を理解している。

	
	
	Ｂ
	棒グラフをかこうとする。
	目盛りのつけ方や項目の立て方を考えることができる。
	目盛りのつけ方や項目の立て方を考え，棒グラフをかくことができる。
	表から棒グラフにまとめる方法を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	表や棒グラフを見て，気づいたことを発表しようとする。
	目的に応じた棒グラフを考えることができる。
	自分で調べたものを手際よく表や棒グラフに表すことができる。
	目的に適したわかりやすい棒グラフをかく方法を理解している。

	
	
	Ｂ
	自分で調べたものを，進んで表や棒グラフに表そうとする。
	自分で調べたものを，わかりやすい棒グラフに表す方法を考えることができる。
	自分で調べたものを表や棒グラフに表すことができる。
	自分で調べたものを表にし，棒グラフにまとめることを理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	12

はこの形
	①はこの形
	Ａ
	面の形，辺の長さの特徴を調べようとする。
	頂点，辺，面などの構成要素の関係を考えることができる。
	頂点，辺，面などの構成要素の関係を調べることができる。
	箱の形について，頂点，辺，面などの構成要素の位置関係について理解している。

	
	
	Ｂ
	進んで箱の形を観察・分解して，面の形，辺や頂点の個数など箱の形を調べようとする。
	箱の形について，頂点，辺，面の構成要素の個数などを考えることができる。
	箱の形を観察・分解して，頂点，辺，面の構成要素などを調べることができる。
	箱の形について，頂点，辺，面などの構成要素の個数や形について理解している。

	
	②はこづくり
	Ａ
	正確に決められた大きさの箱を作ろうとする。
	箱を見て，頂点，辺，面などの構成要素の関係を考えることができる。
	面・頂点・辺の関係を捉え，紙やひごで箱を正確に作ることができる。
	箱づくりに必要な頂点，辺，面などの構成要素の位置関係について理解している。

	
	
	Ｂ
	進んで長方形や正方形の面やひごを用いて，箱づくりをしようとする。
	作る箱の頂点，辺，面の構成要素の個数などを考えることができる。
	箱を作るとき，長方形や正方形の面の形や頂点や辺の数をとらえて，つくることができる。
	箱づくりに必要な頂点，辺，面などの構成要素の個数や形について理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	箱を裏返しにしても同じ形の箱ができることに関心を持つ。
	箱を裏返しにして箱を作るときの頂点，面，辺の位置関係を考えることができる。
	裏返しにして貯金箱を作るときの面の位置関係を考えて図柄をかくことができる。
	切り開いた形から貯金箱を構成する頂点，辺，面の位置関係を理解している。

	
	
	Ｂ
	進んで貯金箱作りに取り組む。
	箱と切り開いたときのそれぞれの頂点，面，辺の関係を考えることができる。
	辺にそって箱を切り開き，裏返しにして，貯金箱を作ることができる。
	切り開いた形を見て，元の箱の頂点，辺，面の位置関係を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	大きなさいころを作って，それぞれの面の目の数の関係について考えようとする。
	さいころの目の数の関係に着目して，いろいろな目の出るさいころづくりを考えることができる。
	さいころの目の数の関係に着目して，大きなさいころをいろいろ作ることができる。
	8つのさいころの重なる面の位置を理解している。

	
	
	Ｂ
	さいころの目の数に関心を持ち，大きなさいころをいろいろ製作しようとする。
	さいころの目の数の関係に着目して，8つのさいころの重ね方を考えることができる。
	さいころの目の数の関係に着目して，大きなさいころを作ることができる。
	さいころの目の数の関係を理解している。

	13
2

け

た

を

か

け

る
かけ算の筆算
	①何十をかけるかけ算
	Ａ
	(2桁)×(何十)の計算の仕方を既習の知識を通してとらえようとする。
	(2桁)×(何十)の計算を乗法の結合法則を基に計算の仕方を筋道立てて考えることができる。
	(2桁)×(何十)の計算が確実にできる。
	(2桁)×(何十)の計算が乗法の結合法則を基にしていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	(2桁)×(何十)の計算に関心を持ち，進んで計算しようとする。
	×(何十)の計算を×(何)×10と考えて，計算の仕方を考えることができる。
	(2桁)×(何十)の計算ができる。
	×(何十)の計算が×(1桁)の計算を基にしていることを理解している。

	
	②2けたをかけるかけ算の筆算
	Ａ
	(2,3桁)×(2桁)の計算の仕方を既習の計算に基づいて考えようとする。
	(2,3桁)×(2桁)の計算の仕方を分配法則に基づいて考え，説明することができる。
	(2,3桁)×(2桁)の計算が確実にできる。
	(2,3桁)×(2桁)の計算の仕方を分配法則に基づいて理解している。

	
	
	Ｂ
	(2,3桁)×(2桁)の計算に関心を持ち，進んで計算しようとする。
	(2,3桁)×(2桁)の計算の仕方を，桁数の少ない場合を基にして考えることができる。
	(2,3桁)×(2桁)の計算ができる。
	(2,3桁)×(2桁)の計算の仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	ステップ
	Ａ
	かけ算の計算を筆算で確実に正しく計算しようとする。
	答えの一覧からかけ算の筆算の答えを見通し，確かめまで考えることができる。
	答えの一覧からかけ算の筆算の答えを見通して，確実に計算することができる。
	いろいろな(2桁)×(2桁)の筆算の仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	かけ算の計算を筆算で進んで計算しようとする。
	0を省略したり，かける順序を交換したりするなど，計算を簡単にする仕方を考えることができる。
	0を省略したり，かける順序を交換したりするなど，簡単にして筆算をすることができる。
	0を省略したり，かける順序を交換したりするなどの簡単な筆算の仕方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	(3桁)×(2桁)の計算の仕方を進んで考えようとする。
	(3桁)×(2桁)の筆算の仕方を分配法則の考えを基にして考えることができる。
	(3桁)×(2桁)の計算が筆算で確実にできる。
	(3桁)×(2桁)の筆算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	(3桁)×(2桁)の計算に関心を持ち，計算しようとする。
	(3桁)×(2桁)の計算の仕方を基本的な計算を基にして考えることができる。
	(何百)×(2桁)の計算が筆算でできる。
	(何百)×(2桁)の筆算の仕方を理解している。

	14

重さ
	
	Ａ
	重さについて関心をもち，進んで，ｇ，kgの量感を身につけたり，身近な物の重さを測定しようとする。
	重さについても普遍単位の必要性を考えることができる。また，ｇ，kg，tの関係を説明することができる。
	普遍単位ｇ，kgを用いて身近な物の重さを表したり，計算したりすることができる。また，tをkgに直すことができる。
	重さの量感を身につけ，重さの測定方法を理解している。また，kgとtの関係を理解している。

	
	
	Ｂ
	目的に応じて単位や計器を選び，身近な物の重さを測定しようとする。
	重さの量感に基づいて身近な物の重さを考えることができる。また，kgとtの関係を筋道立てて考えることができる。
	目的に応じて計器を選び，普遍単位ｇ，kgを用いて，身近な物の重さが測定できる。
	1kgの重さをつくるなどの活動を通して，重さの量感を身につけている。また，kgとtの関係を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	身近なものの重さ比べをしようとする。
	目的に応じた普遍単位の使い方を考えることができる。
	測定した値を基に重さをそれぞれ比べることができる。
	それぞれの物の重さの比べ方を理解している。

	
	
	Ｂ
	重さ比べに関心を持ち，一番重い物をみつけようとする。
	秤の1目盛りの重さを考えることができる。
	目盛りを正しく読んで普遍単位ｇ，kgを用いて，表すことができる。
	秤の目盛りの読み方とそれを普遍単位ｇ，kgを用いて，表すことを理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	体重と測定方法の関係を考えようとする。
	物を正しく測定する方法を考えることができる。
	体重を正しく測定することができる。
	いろいろな秤を用いて正しく測定することを理解している。

	
	
	Ｂ
	いろいろな姿勢をして体重を測定しようとする。
	いろいろな姿勢で体重を測定することを考えることができる。
	体重計の目盛りを正しくよむことができる。
	体重を測定する方法を理解している。

	そろばん
	
	Ａ
	そろばんを用いて，いろいろな計算をしてみようとする。
	繰り上がりの加法では，そろばんと暗算では数の分解の仕方が異なることに気づく。
	五珠の合成分解の起こる加法，減法が確実にできる。
	五珠の合成分解の起こる加法，減法等で正しい指の使い方を理解している。

	
	
	Ｂ
	そろばんによる簡単な加法や減法の仕方を進んで身につけようとする。
	繰り上がり繰り下がりのともなう加減の仕方を考えることができる。
	そろばんを用いて簡単な加法，減法の計算ができる。
	そろばんを用いて簡単な加法，減法の計算の仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	み

ら

い

へ

の

つ

ば

さ
	長方形づくり
	Ａ
	10枚の形を全部並べていろいろな形を作ろうとする。
	何枚かの図形を組み合わせて正方形や長方形ができる仕組みを考えることができる。
	10枚の形を組み合わせて長方形にすることができる。
	いろいろな形の組み合わせで正方形や長方形が作られていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	図形に関するパズルに関心を持ち，進んで取り組もうとする。
	5つの図形を組み合わせて正方形や長方形にする仕方を考えることができる。
	5つの図形を組み合わせて正方形，長方形にすることができる。
	長方形づくりで図形への豊かな感覚を身につけている。

	
	ふれあい音楽会
	Ａ
	日常生活を基に，絵を見ていろいろな問題を作ってみようとする。
	既習内容を基に各領域にわたり，算数を活用した問題をいくつも考えることができる。
	いろいろな問題を既習したことを用いて，確実に解決することができる。
	既習したことを用いて問題を解決する方法を理解している。

	
	
	Ｂ
	身近な事象と算数の関わりに気づき，算数を活用して問題を解決しようとする。
	身近な事象と算数の関わりに気づき，自ら算数を活用して考えようとする。
	身近な事象と算数の関わりを知り，既習事項を使って，問題を解決することができる。
	身近な事象と算数の関わりを理解している。

	
	大小を表すしるし
	Ａ
	数の大小関係を日常生活に生かそうとする。
	いくつもの数やいろいろな数式の大小関係を考えることができる。
	2つの数や数式の大小関係を「AはBより大きい」などと言うことができる。
	2つの数や数式の大小関係の言い方を理解している。

	
	
	Ｂ
	数の大小に関心を持ち，＝,＞,＜を使って大小関係を表そうとする。
	2つの数の大小を考えることができる。
	数の大小を＝,＞,＜で表すことができる。
	数の大小関係を＝,＞,＜で表すことを理解している。
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